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　　「家の造りやうは夏をむねとすぺし．冬はいかなる所

　　にも佳まる・」（徒然草）
　　　　　　「tノカy・rsc　　　　　　　　　　　　　　　　　　キ　ソ

　　「…　　布肩衣，有りのことどと，服襲へども，寒き

　　夜すらを我よyも，貧しき人の父母は，飢え寒からむ
　　ノ　　コ

　　妻子どもは乞いて泣くらむ．．．．．．．．．」　（山上憶良）

　　充分な衣食佳を持つて冬を迎えることのできる人々に

　は，冬の寒さよりも夏の暑さが嬢悪され，貧しい人々に

　とつては，先づ寒さと飢えが先決問題となる．從つて古

　代，中世を通じて夏を凍しく住み，冷い飲物を褥つて爽

快な氣分にひたりたいということは，寒氣と飢におびえ

　ることに比べると，たしかに貴族的な欲望であつた．そ

れであるからこそ近代以前にあつては，物を冷し凍らせ

　るには，原始的で，またそれだけ多大の勢力を必要とす

　る方法に彊っていた．わが國に古くから知られている氷

室（ひむろ）西洋の　ice　houseなどはその例で，これ

は地下に深く壕を堀り，底と上部に茅・藁・草などを敷

き，屋根をかけたbして冬期探取した氷雪it貯藏してお

　くものである．夏になるとそれを開き，飲料にしたり，

沼・食物を冷したyした．氷室の起源は日本書紀の仁徳

天皇の塗；c記　3れ，延喜式（A．D．927）には，氷室の管

理・朝廷えの氷運搬などを司どる主水司（もんどつかさ）

の官制も規定されている．その他，奈良氷室神杜の縁起，

謡曲「氷室ゴなどその起源の古さを物語つている．準安，

鎌倉の丈學には，氷室に貯えておいた氷を夏［1取出して

臣下に異えたり，割り氷，砕き氷などにして賞味した殿

上人の生活描爲が記載されている．こうした氷室．・雲ぐ

らも塞冷地に一一般に行われるようになつたのであるう．

現在でもわが國の土俗K二その名残をとL“めている．

　西洋においても古くギリシヤの詩人Simonides（B．　C．

693－632）は，夏の宴席に雪で冷した飲物が斑されたこ

とを逮べ．アレキサンダー大王，ローマ皇帝ネロなども

尋や氷で冷した酒を飲んだといわれている・下つてリチ

ャード1世（獅子心三EA．D．1189－99在位）の簿記に

モハメッドの王が冷凍呆沼’を購つてその歓心をと口結ん

だという記錬も見られ．る．

　以上のようなことからも判るように，冷距冷房機械の

焚明以前は，暑い時涼しさを得るには，主として味硯（口

畳）からする方法のみであり，しかもそれはきわめてぜ

いたくなことであつたらしく，それ故，生活する空間を

凍しくするには，シヤッターを下ろすとか，通風を計る

．とか，打水をすると力遼はめて消極的な方法以上は考え

及ぼなかつた．實際「熱は壇の火から簡軍に得られる・
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第1圃　新潟縣下の響グラ．6問x7間，深さ9尺

その畑は夏の烈日よIJも熱い．しかし冷さは冬がくるま

で待つか・深い谷，高い山にeを求めるかせねmならな

い・それらも潮え去つてしまつたら，もうどんな梅威を

　もつてしても，思い通りに冷さは得られない」というフ

　7ンシス・ペーコン（1561一ヱ62δ）の言葉は，當時の冷

　さ，涼しさを得ることの難しさを卒直に物語つている．

　1755年Dr．　Wi11iam　Cullen　tl最初に機械的方法で

氷を造り出したが，それは殆ど實験室的成功の域を出ず，

1800年代の後宇になつてはじめて，rr用的な冷凍槻が

製作されはじめた・1873－1875年の間には有名なC．P．

G．Linde（濁）のアンモ；ヤ墜縮型の冷凍機，　D．　Boyle

　（米）の冷凍機などが出現している．その後の鼓々のタ

イプの冷凍機械の出現には，産業革命ひ過程で成長して

きた機械工業の獲展，蒸汽力の普及などとともに，熱力

學をはじめとして鷹用物理・化學の齢・らする有効な裏

付けがあつたことを忘れてはならない．

　冷凍機とそれを慮用する冷凍工業は，その創始の時代

を英園において大いK獲展させた．海外の技衛家・學者

もこの閣え集つてその技術，學識を獲揮し，産業革命期

を一慮絡了して急速に進行していつた英國の諸産業，特

に漁業・貿易，商業などに多大の寄與をした．

　冷凍車は米國において饗明されたものである．米國の

中西部開獲の進行とともにその地方で大還に生産される

生鮮食品を東部海星の大需要地え急逡するためには，ど

うしても冷凍車が必要となり．1866年ごるからいるい

うと試みられ．1872年デトロイトのDavisによって完

威されたといわれる．これが冷凍，冷藪車工業の端緒に

なV，すでに1900年代の初期FCは，米國のζの新工叢

は隊洲のそれを遙かに凌駕する能力を示していた，

　冷凍鍛についても1875年（異説があるが）米人によ

り完成され，米國から英國，kの他騒洲各國え多孟の生

鮮食品，特に果物が迭られるようになつた．さらに世界

経涛の主導椹が米國の手に渡つて以後は，冷凍工業の中

心もまたアメリカえ移つた，資本主義肚曾の富が「莫大

な商品の蓄積」として表現されるものとすれば，冷凍工

業は．その蓄積の手段としてもこの杜會に不可峡のもの

である．また交通，通信技術の璽展による販路の撲大と，

ますます世界的規模で行われるようになつてくる食料需

給の計豊の實現には，どうしても運輸の高速化と，冷凍

技術の成果に依存しなければならない．一方再生産の面

vcteいてts家庭生活の合理化に封する冷藏庫，家庭用冷
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第2圃　近代的なRoom　Cooler家具として

の意匠も優れている．米Rem呈ngton肚製．

凍機（RefTige・ater，・H・m・freeze・）の側や・公衆衛

生の分野への寄輿も忘れてはならない，

E
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　第3圖
Window　type

の空氣調節機

1／2HP

　第4圃

家庭用冷凍機

（home　freez・

er）容量200

封度

L

　冷房援衛一媛房技衛とともに機械によつて人工的に

生活空間の氣候歌態を支配する技術一は．冷凍技術に

旭從した形で登生して春た．本質的にτi侯も貴族もいな

い杜會になると，杜會の技術に要求する［ilmeは逢しい費

本の欲望であη，商品の維持，あるいは製氷それ自盟の

ための冷凍技術が第一であり，人間の感畳の快さを目的

とする冷房技術などは利釜の前に省みられなかつた時代

があつた．しかし耐二會の経濟形態が高度化し，肚會意識

が成長し，生産における人間の精神と肉艦の問題などの

惹識が螢展するに從つて，冷房技術の必要さも痛感され

るようになつてきた．

　1S83年アムステルダム衛生學會のHerrpansは，室

内氣候の物理的環鏡を構或する温度・灘度標準説を提唱

し，室内の温灘度の構威壁化が人艘に與える影響を張調

した．しかしrcの實際的鷹翔は1912年に饗表されたシ

カゴのShephered教授の快感帯圖，？eよびその他の理

誰を集大成LたL「Hiilなどの研究があるまで待たなけ

ればならなかった．これらの學説に從つて，人爲的に人
　　　　　　　　o
髄に快よい氣候條件を造り出すことができるようになっ

た．この結果，米國では1920年ごるより建築の冷房が

大いに行われるようになり，冷房エ業は1930年の不況

にも影響されずに成長した・　1922年には最初に映画鱈

に空氣調節air－cenditioningがとりいれられた・

　商業贅本の意歓は，この段階において人間の精祠1と肉

髄の雨面からする快よい環境（過去において下侯貴族に

のみ僅かに可能であつた）を，顧客え提供する形をとつ

たのである．しかもこの冷房技術には，先行する紡績工

業の室内温灘度調節技術の工業的成果が受け畿がれてい

る面が多い・工業製品〔こXでは絹・毛糸等）の品質の

向上と，操作の便のために行われた塩氣調節法の結果が

やがて人間に及ぼされるようになつたのは注日「すべきこ

Eである．

　しかし1930年以前の室内冷房は殆んど，映画館・劇場

公共建築・ホテルなどの中央式冷房によつて占められ℃

いた．佳宅，tフィスなどの個室を個別的に（從つて使

用者各人にとつて任意に調整できる）冷房する方法が用

いられはじめたのはそれ以後である．　1928年最初の

Room　Coolerが米國のFrig正daire祉から頁出され．

1932年1こ｝エさらにコンパクトな形をもつWindow　Lype

の冷房機〔空氣調節機）が出現し，住宅・商店・ホテル

病院などにおいて，人々に快よい氣候を自ら造り出すこ

とを可能にした．

　個人の生活環鏡を任意に形成するとうことは，劣働に

おいても，休息においても，《間の快さ（各人の感昼に

よる）と肉盟の能率とが切り離せないからである．機械

時代になればなるほど，人間の，個人の意識・感畳が彊

調されている鮎をこの個別的で，コンパクトな冷房機械

にみるものであり，近代的白我の形成はまた，このよう

な技衛の裏付けを必要としている．あるいは又，ニェ

ー・
Wーランドの社魯宅義政府下における週40時間螢

働は，その休目の喰加こよつて，同國の重要輪1服の生

鮮肉・魚類・酪農贔などの保存については困難な問題を

惹起したが，これを解決したものは冷凍機であつたとい

われている．

　肱會の生活と消費が計幾的になればなるほど．また個「．

人の生活が能率的になるほど，この種の問題についてo・

冷凍冷房技術のもつ使命はますます大きくなつて行くこ

とであろう．（1950・6・10村松）

交 献

Refτigerating　Engineering・

M．Greene，　JrL．「The　elements　of　refrigeratlon」1919．

H＆H．Herki瓢er．「Aiτcoロditioning」1947，

Encyclopedia日ritanika．

「冷凍」　日本冷庫協倉
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